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特集 豪雨災害後の農地復旧ボランティア 

 
■平成 29 年九州北部豪雨を受けて 
朝廣和夫 （九州大学芸術工学研究院環境デザイン部門、JCVN理事長） 

 

平成29年7月5日、福岡県の朝倉市、東峰村、

そして大分県の方面で豪雨災害がありました。平

成24年7月の九州北部豪雨から５年、熊本地震か

らの復興もままならないタイミングです。一日の

降雨量は1000mmを超す箇所も観測されており、

これまで例を見ない雨量であり、災害状況と言わ

れています。詳細は、まだまだ、これからの調査

で徐々に明らかになってくることと思われます。

本誌では、朝廣が被災地を訪れた所感を述べ、今

後の団体の活動の方向性について触れたいと思

います。 
 

◇朝倉市黒川地区・佐田地区 
7月28日、K氏の案内で朝倉市黒川地区、佐田

地区を訪ねました。黒川は道路が崩壊しているた

め、川底の工事用道路を走ることになり、災害ボ

ランティアの派遣も行われていません。K氏のご

自宅は、NPOの方の手を借りながら少しずつ泥

出しをされている状況でした。黒川地区の主な田

んぼは、川と道路の間にあるため、多くの水田が

浸食、土砂の堆積を受け失われていました。残さ

れた田んぼにも、土砂が流れ込んでいる状況です。 

  

黒川地区の河川沿いの被災風景 

佐田地区の公民館長とお話をさせていただい

たところ、「農地がなければ戻る意味がない。」と

言われ、今後、住民の方々と方針を検討されるよ
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うです。当面、8月からナシの収穫作業が始まり

ます。仮設道路の開通を急ぐよう依頼されており、

必要があれば、農業支援のボランティアの利用の

検討を依頼しました。山林は、川沿いの浸食によ

る崩壊が目につきましたが、短い斜面でも崩壊が

見られました。今後、定住可能地の検討、地域の

将来像を検討し、人口が減少するとしても居住と

生活を考えることが重要と思われます。農地復旧

等のボランティア活動は、その一助となり、実施

の検討が課題です。 
 

◇朝倉市杷木の赤谷川、東峰村の棚田 
赤谷川扇状地の堆砂の量は、報道されているよ

うにすさまじく、今後の二次災害を防ぐ対応が早

急に必要な状況です。被災を免れた果樹園、土砂

の入った農地が川沿いに散見されました。土砂の

多くは風化した花崗岩から流れ出たもので、堆砂

の多さは、この地域の特徴と言えます。 
 

  

朝倉市赤谷川の扇状地の被災風景 

東峰村は、地域づくりの拠点であった、ほうし

ゅ楽舎が大きな土砂災害を受け、親水公園前後の

河川沿いの河川被害、さらに人命が失われた土石

流派生箇所が続きます。胸が痛みました。岩屋神

社を越え、竹地区に入ると、整然とした棚田が現

れました。この谷は、砂防ダムが機能し、また、

畦のモルタルも功を奏したと見受けられました。

室町時代から続く集落は、実に強靭な集落ではな

いかと考えさせられました。 
今後、川沿いは、河川の拡幅なども検討される

と思われます。一方で、農地の復旧は議論の必要

なことと思われます。昔から、災害のたびに、崩

積地には棚田を、扇状地には農地を先達は開いて

きました。国土の強靭化とは、災害が起きても、

速やかに復旧できる水田をつくることではない

でしょうか。総合的な議論と判断が必要と思われ

ます。 
 
 

  
ほうしゅ楽舎     土石流被災地 

 
 
■平成 24 年 7 月九州北部豪雨の知見を山都町の復興へ 
朝廣和夫 （九州大学芸術工学研究院環境デザイン部門、JCVN 理事長） 
 
 JCVN はこれまで、里地・里山保全のボランテ

ィア活動に関与してきました。本誌に目を通して

いただいている皆様の活動においても、街の人を

巻き込みながら、普段は訪ねることの少ない農地

や森林で、農作業や森の手入れ、生き物観察など、

様々な活動を安全に楽しく実施されていること

と推察いたします。この安全で楽しい活動の基盤

は、街の人と田舎の人が共同できるように、リー

ダーやコーディネイターが事前調整、安全管理、

道具や資材の準備、当日のメリハリの利いた運営

が行われるからです。培われた知識、技術、準備

された装備や施設、構築された組織や協力者との

連携が必要とされます。 
 約５年前に発災した平成24年 7月九州北部豪

雨では、NPO 法人山村塾が中心となり農地等の

復旧ボランティア活動が展開しました。普段の里

地・里山保全活動が災害の備えとなることが示さ

れています。 

 さて、2016 年 4 月に発災した熊本地震。被災

した熊本城、多くの建物が倒壊した益城町、西原

村の映像は皆様の記憶に新しいと思います。被災

自治体の中には、あまり報道がされていない被害

もあるようです。その一つが、山都町の棚田です。

この地域では、地震後に田植えが終了した 6 月

20～21 日未明にかけて豪雨に見舞われました。

地震で傷んだ箇所に水が入り、町が把握するだけ

で 3000 ヶ所以上の棚田が崩壊したと言われて

います。地元の農家の落胆、将来に対する危機感

は大きなものだったと思われます。 
 この状況を受け、5 年前の水害の経験を、山都

町の復興に活かそうと様々な人々が、連携を重ね

農地・農業用施設の復旧活動を開始しました。本

号は、その一部を特集としてご紹介し、今後の

JCVN の活動の方向性を感じ取っていただきた

いと考えおります
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■棚田等の農地・農業施設の共助による復旧支援の必要性 
朝廣和夫 （九州大学芸術工学研究院環境デザイン部門、JCVN理事長） 

 
◇棚田の保全と災害 
 アジアに広がる棚田、共通なのは雨に恵まれて

いることです。水を張った棚田の連なりは美しい

です。一方、大雨や豪雨、台風による水害、土砂

災害も伴います。災害時、棚田は実に有能です。

降った雨を水平に広げながら受け流し、山から崩

れた土砂を棚田が受け止めます。棚田の下段に位

置する集落や家々を守り、被害を軽減してきまし

た。災害の度に人々は石を積み、土羽を均し、畦

や水路を作り直してきました。そのような営みが、

現在の棚田景観を形成したと言えます。 
会誌なので最新の情報をご紹介すると、下記は

平成 29年 7月 5日の九州北部豪雨の被災地であ

る東峰村の竹地区の写真です。この隣の集落の谷

は土石流で 3 名の死者が出ており、大きな被害

を受けました。竹地区は、なんとか砂防ダムが機

能し、棚田の畦をモルタルで補強していました。

豪雨時は滝のように水が流れていたそうですが、

結果的に被害は軽減されたと見受けられました。

室町時代から続く、この最奥の山村は、下流の被

災地と比較し災害に対し強靭な条件を有してい

たのかもしれません。 

 

平成 29年 7月九州北部豪雨の被災を受けた東峰
村の竹地区（2017 年 7 月 31 日撮影） 

 

◇平時の備えと災害対応への課題 
これらの農村の多くは、長年、高齢化・過疎化

が進み山村・農地の保全は大変、厳しい状況にあ

ります。そのような山村で豪雨災害が頻発してお

り、今後も、度々起こると想定されます。災害後

の農地復旧は、自力復旧を行うか、もしくは、

40 万以上は国の補助事業、自治体によっては 50

万以下の市の単独事業などを用いることができ

ます。しかしながら、経済状況と農家の年齢、遅

れがちな復旧工事の関係から困難を極めます。災

害時に設置される社会福祉協議会の災害ボラン

ティアセンターは生活支援を対象とするため、農

地へのボランティア派遣は行いません。今後の災

害を考えると、農地復旧ボランティアの仕組みづ

くりが大きな課題と考えます。 
 
◇熊本地震における農ボラの展開 
平成 28 年 4 月の熊本地震では、西原村で同 5

月に農業復興ボランティアセンター（現在の西原

村百姓応援団）の活動が展開されています。村の

社会福祉協議会が設置した災害ボランティアセ

ンターに、甘藷を生産する農家から、5 月中に作

付けを済ませるため農業支援が必要と多くの声

が寄せられたそうです。社協は柔軟な判断を行い、

日田市の地域おこし支援員の経験を持つ河井昌

猛氏に委ね、社協はニーズ調査と保険等の部分の

協力にとどめ、受付派遣業務を切り離すことで実

現されています。 
この成果を受け熊本大学名誉教授の徳野貞雄

氏（農村計画学）は、新潟県中越地震後の復興に

貢献した中間支援組織「中越復興市民会議」の取

り組みを参考に、2016 年 7 月に、農村部の声を

行政に橋渡しすることを目的に、「ふるさと発復

興会議」を設立し、同 8 月に御船町、10 月に山

都町で実施し、様々な農村部の声を共有されてき

ました。 
 
◇山都町から共助による農地復旧の声 
巻頭で述べた 6 月の豪雨を受け、地元の下田

美鈴氏は、2016 年 10 月に行われたふるさと発

復興会議で「地区の平均年齢は 70 歳を超え、自

助復旧 は無理」。訴えられました。この声を受け

て、山都町における農地復旧等の災害ボランティ

ア活動の模索と展開に繋がりました。 
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■山都町棚田復興プロジェクト参加報告 
小森 耕太 （JCVN副理事長、NPO法人山村塾事務局長） 

 
山都町の美しい棚田は、1854 年、布田保之助

が村人とともに通潤橋を築いて白糸台地に通水

して以来、育まれてきたものです。自然と調和し

たその仕組みは多様な生き物を育み、その価値は

「通潤用水と白糸台地の棚田景観」として文化庁

に重要文化的景観として選定を受けています。し

かし、その棚田景観は、平成 28 年 4 月熊本地震

と 6 月豪雨災害により農地や農業用施設に甚大

な被害を受けました。地震後の片付けが終わり、

なんとか田植えを終えた矢先の豪雨だったそう

です。 
ＪＣＶＮでは、一般社団法人ふるさと発・復興

志民会議の徳野先生（熊本大学名誉教授）や西原

村百笑応援団の河井さんらと連携して昨年より

準備を進め、今年 3 月から具体的な棚田再生の

実践活動がスタートしました。以下に初回の取り

組みを報告します。 
 
◇棚田再生ボランティア 第 1 回 
とき：2017 年 3 月 11 日（土）～12 日（日） 
ところ：熊本県山都町白糸地区 
参加者：30 名程度、地元の運営関係者約 10 名 
内容：3/11（土）棚田の土羽復旧（しがら組み）、

泥広げ、石拾い、谷川の土砂あげ、3/12
（日）地元水利組合と一緒に用水路の泥上

げ作業 
3 月 11 日、午前中は棚田の土羽が崩落した現

場にて 2 班に分かれ、しがら組みと泥広げを行

いました。しがら組は切り出された竹を竹割り器

で割り、土羽の際に棒杭を打ち込み、割った竹を

ジグザグに編み込んでいきます。これ以上、泥が

流入しないための仮復旧の作業です。地元の農家

さんに指導を受けながら竹を割ったり編んだり

する作業が面白く、大人気でした。別の班は、地

権者により土砂はあらかた集積されていた泥を

田んぼに均等に広げていく作業。泥の中に混じっ

ている石を選り外しながら、剣スコップやカキイ

タ、ショウケを使って均しました。足腰にくる力

仕事です。昼食は犬飼公民館にて、地元の方々に

炊き出ししていただきました。季節の山菜や汁物、

棚田米のごはん、漬物とついつい食べ過ぎてしま

います。午後からは別の現場にて 2 班に分かれ、

田んぼに流入した土砂の片づけと谷川に堆積し

た土砂を撤去する作業を行いました。 
3月 12日は地元 100名ほどの井手さらい共同

作業に合流しました。午前中は上井手と下井手の

2 班に分かれ、水路に堆積した泥を剣スコップで

かき上げます。午後は各集落に分散し、同じく水

路の泥上げ作業。午前も午後もひたすらこの作業

が続く訳ですが、地元の方々はさすが 120 年の

伝統を受け継いできた方々で疲れ知らず。水路の

中で隊列を作って歩いていきますので、ついつい

頑張りすぎてしまい、久々にばててしまいました。 
活動終了時の振り返りでは、参加された方々か

ら「こんなにも美しい景色の中で汗を流せて気持

ちよかった」、「ごはんが美味しくてたまらない」、

「地元の農家さんの話がすごく面白かった。ファ

ンになっちゃった」とお話いただきました。充実

した 2 日間だったようです。 
山都町棚田復興プロジェクト代表の下田美鈴

さんが、「活動前の地域の印象は、『ボランティア

にそんな仕事ができるわけがない』、『世話する方

が大変じゃないか』などと否定的な意見が多かっ

た。でも、水路の泥上げ作業が終わった後は、『ボ

ランティアさんがこんなに働き者とは知らんか

った』、『みんな笑顔で一所懸命作業してくれて助

かった』、『また来年も来てもらえるとやろ？』と

打って変わってボランティア推進派になったん

よ～」と語ってくれました。ＪＣＶＮとしてプロ

ジェクトの立ち上げに協力できたこと、うれしく

思います。 
山都町棚田復興プロジェクトでは、この後も継

続して活動を実施しています。夏場は農地復旧が

できないため、草刈りの応援などが中心ですが、

収穫が終わる 11月以降からは農地復旧の活動を

企画する予定です。皆様のご参加お待ちしており

ます！ 

 

井手の泥上げ作業 
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■NPOと造園業による「熊本被災地ボランティア」 
志賀 壮史（JCVN理事、NPO法人グリーンシティ福岡理事） 

 

 山都町棚田復興プロジェクトの皆さんとの連

携がきっかけとなり、NPO 法人グリーンシティ

福岡と（一社）福岡市造園建設業協会の共催で、

下記のボランティア活動を実施しました。 
 と き：2017 年 6 月 11 日 8:30-15:00 
 ところ：熊本県山都町・通潤用水周辺 
 参加者：造園業 15 名／NPO 3 名 
 内 容：地元水利組合と一緒に、通潤橋周辺の 
     用水路のべ 11km の草刈り。 
  
 6 月 11 日は年２回行っている地元水利組合の

共同作業の日でした。地震の影響もあり棚田を守

る担い手が減少していく中で、160 年以上続い

てきた用水路の管理作業も徐々に大変になって

きているとのこと。この日は約 30 名の地元農家

の皆さんに合流するかたちで、刈払機を持参した

造園業者 15 名と連絡調整役としての NPO スタ

ッフ 3 名が参加しました。 
 午前は、緑川の支流である笹原川からの取水口

を起点に、円形分水やいくつかの隧道を経て通潤

橋に至る用水本線の約 6km。午後は、通潤橋よ

り下流の支線を 3 班に分かれて合計 5km 程度。

延べ約 11km の草刈りとみぞさらいを行いまし

た。 

 

井手の草刈り風景 
 

 日々、仕事として草刈りを行なっている造園業

の皆さんだけにみるみる作業が進み、いつもより

かなり早く終わったとのこと。地元農家の皆さん

にも大変喜んでいただきました。 
 今後の改善に向けて、活動の運営面で気づいた

点をいくつか挙げておきます。 
・長距離を移動する活動では、ボランティア同士

が離れ離れになりがち。連絡役を複数名と車両

を確保、連絡役は携帯番号を交換し、全員が飲

料水や救急セットを持つこと。 
・広範囲の作業地は、担当区域を分担すると効率

的。しかし、手順を急には変えられない or 外

部の人には任せにくい等の事情もあるので、地

元の気持ちや考えに沿うこと。 
・造園業の皆さんは、他のボランティアと作業ス

ピードややり方が違う場合がある。互いの安全

のため、距離をとったり、事前に注意する等の

工夫があるとよい。 
・活動内容の「学び」、「交流」、「作業成果」のバ

ランス。造園業の皆さんには一般ボランティア

に比べて「作業成果」を重視した活動の方が本

領を発揮できる。 
 NPO 法人グリーンシティ福岡と（一社）福岡

市造園建設業協会は、福岡市内の志賀島や奈多松

原で、８年以上一緒に環境保全活動に取り組んで

きました。造園業の皆さんは緑や自然を愛し、里

山保全や被災地支援にも「なんとかしたい！」と

いう思いを持つ方が大勢います。今後もよい連携

を続けていけたらと思います。 

 
活動後の集合写真 
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報告 今後の活動予定 

 
■「熊本地震被害を受けた山都町の棚田再生」（平成 29 年度ふくおか地

域貢献活動サポート事業）で目指すこと  
小森 耕太（JCVN 副理事長、NPO 法人山村塾事務局長） 
 
ＪＣＶＮでは、熊本地震に被害を受けた熊本県

山都町の棚田再生を支援することを目指し、一般

社団法人ふるさと発・復興志民会議（代表理事 徳
野貞雄氏）と共に協議会「熊本地震からの農村復

興を支援する会」を設立しました。この協議会を

通じて、福岡県が行う平成 29 年度ふくおか地域

貢献活動サポート事業に応募し、補助額

750,000 円にて補助事業として採択いただきま

した。 
補助事業では、山都町白糸台地の棚田と水路の

再生と維持管理を行うボランティア事業を整備

することを目指します。具体的には、山都町棚田

復興プロジェクトと連携し、棚田や水路の復旧と

いった農地復旧ボランティア活動の実践を行う

と共に、今後に向けての検討会議や安全管理など

の研修会により体制整備や人材育成の支援を行

います。 
ＪＣＶＮはこれまでに、環境保全活動の現場コ

ーディネートをできる人材育成に取り組んでき

ました。そういった仕組みは環境保全を推進する

だけでなく災害時の支援活動にも応用されまし

た。平成 24 年 7 月九州北部豪雨災害における八

女での山村塾の取り組み、平成 27 年 9 月関東・

東北豪雨における栃木県でのトチギ環境未来基

地の取り組みなどです。これらの経験やノウハウ

を山都町の棚田再生に役立て、山都町の棚田再生

を後押ししたいと思います。 
 

  
通潤橋と白糸台地の棚田   

 
 
■環境保全ボランティアリーダー研修プログラムを検討します 
CVI：Conservation Volunteer Institute 
朝廣和夫 （九州大学芸術工学研究院環境デザイン部門、JCVN理事長） 

 

JCVNでは6月の理事会において、普段の環境

保全活動を災害支援に繋ぐには、各団体と連携し

サービスの提供できる人材育成の必要があると

議論しました。本誌面で紹介した状況を受け、今

年度、緑のボラと災害ボラを行き来できる方々を

見出すため、CVI（Conservation Volunteer 
Institute）として環境保全ボランティアリーダ

ー研修プログラム（案）の試行を行います。 
運営体制は、共通科目をJCVNが、専門科目を

各団体が担い、共通科目を5日、専門科目は各団

体の講座を利用し、インターンを5日とし、修了

証を出すことを考えています。共通科目は、コミ

ュニケーションスキル、安全管理、環境・災害ボ

ランティア等とし、修了後は緑の災害ボランティ

アとして活動を展開できる基礎的能力の提供を

念頭においています。専門はコース制とし、●里

山保全コース、●ファシリテーションコース、そ

して、●コンポスト・菜園コースが現在の検討案

です。インターンシップは、それぞれ、NPO法

人山村塾、NPO法人グリーンシティ福岡、そし

て、NPO法人循環生活研究所での実務体験を行

い、各団体と連携できる場を確保します。これは、

一見うち向けに見えますが、確かな連携活動を広

げるには、連携のできる仕組みと、活動できる場

を創出することが大切です。今後とも、よろしく

お願いします。 
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総会のご報告 
 
 
■第９回総会のご報告 
 志賀 壮史（JCVN 理事、NPO 法人グリーンシティ福岡理事） 
 

去る平成２９年５月１８日、特定非営利活動法人

日本環境保全ボランティアネットワークの第９

回目となる通常総会が行われました。 
 以下の通り、その議事をご報告いたします。 
  *  *  *  *  *  *  *  *  
１.開催日時 平成２９年５月１８日 
       １７：００～１９：００ 
２.開催場所 九州大学大橋キャンパス 2 号館 
 4F アカデミックコア（福岡市南区塩原 4-9-1） 
３.正会員総数 14 名、出席した正会員数 8 名 
      （本人出席 7 名、表決委任者 1 名） 
４.審議事項 
 第１号議案 平成２８年度事業報告について 
 第２号議案 平成２８年度決算報告について 
 第３号議案 主たる事務所の変更について 
 第４号議案 定款変更について 
 第５号議案 平成２９年度事業計画について 
 第６号議案 平成２９年度予算計画について 
５.議長選任の経過 
 定刻になり理事長 朝廣和夫より開会が宣言さ

れた。引き続き、各理事の出席への謝辞と各議案

への検討をお願いする旨の挨拶があった。 
 また定款２７条により、本日の出席者７名、委

任状による出席者１名、計８名は当団体正会員数

１４名の５分の１を超えており、本総会は成立し

ているとの報告があった。続いて定款第２６条に

従い、副理事長 小森耕太が議長に満場一致で選

任され、下記議案につき審議した。 
６.議事の経過の要領及び議案別決議の結果 
 
＜第１号議案及び第２号議案について＞ 
 資料をもとに平成２８年度の事業報告および

決算報告がなされた。続いて監事 原愛子が監査

報告を行なった。第１号議案に関し、議長より平

成２８年度の５）講師派遣事業について実態に基

づき派遣回数を２回から６回へ、同じく参加者人

数を２６人から７５人へ、修正することへの意見

を募ったところ、問題は挙げられず承認された。 
以上の内容を受けて第１号及び第２号議案につ

いて採決を行ったところ、全員一致で承認された。 

 
＜第３号議案について＞ 
 議長から、前理事長重松敏則の死去と朝廣和夫

の新理事長就任に伴い、主たる事務所の所在地変

更について、旧事業所:福岡県糟屋郡志免町桜丘

３丁目３２番１号から、新事務所:福岡県糸島市

井原１３７５番地１への変更説明があった。採決

の結果、全員一致で承認された。 
 
＜第４号議案について＞ 
 議長から定款変更について、第２条(事務所)の
変更案:｢この法人は、主たる事務所を福岡県糸島

市に置く。｣および、第５５条(公告の方法)の変

更案:｢この法人の公告は、この法人の掲示場に掲

示するとともに官報に掲載して行う。ただし、法

第２８条の２第１項に規定する貸借対照表の公

告については、電子公告にて行う。｣、また第４

条(特定非営利活動の種類)の追加項目:｢５．災害

救援活動｣、さらに第５条(事業)の追加項目:｢⑥災

害時の被災者の救援や生活支援及び復興事業｣に

ついての説明があった。質問・意見を求めたとこ

ろ、問題は挙げられず、採決の結果、全員一致で

承認された。 
 
＜第５号議案及び第６号議案について＞ 
 資料をもとに、平成２９年度事業計画及び予算

計画の説明がなされた。意見交換では、事業計画

に｢７熊本地震の被害を受けた棚田復興支援｣を

追加すること、予算計画では計画段階の経常収支

はゼロにすべきとの意見、更に｢地域貢献活動サ

ポート事業｣は当法人の主たる継続的活動には該

当しないため削除すべき等の意見が出された。こ

れに伴い事業計画及び予算計画を一部修正した

上で、採決を行ったところ全員一致で承認された。 
７.議事録署名人の選任に関する事項 
 議長より議事録署名人について諮ったところ

朝廣和夫氏と平由以子氏が推薦・承認された。 
 議長は、以上をもって本日の議案の審議を全て

終了した旨を述べ、閉会を宣した。 
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お知らせ 
イベント・ボランティア情報 

 

●「熊本地震被害を受けた山都町の棚田
再生」平成29年度ふくおか地域貢献活動
サポート事業 
 
福岡県のサポート事業として JCVN は下記の

予定で熊本県山都町の棚田復旧支援活動の準備

を進めています。下記は予定ですが、活動等にご

協力・ご参加いただける方はスケジュールを参考

にしていただき、最新の情報は Facebook など

でご確認いただきたくお願いいたします。 
 
◇8/26（土）～27（日）草刈りボラン
ティアと井手草切りと草片付け 
土曜日にボランティアグループで草刈りを実

施し、日曜日は地元水利組合と共同で行います。

宿泊可能な方は公民館の使用も調整します。 
 
◇9/23（土）、10/1（日）草刈りボラ
ンティア 
 
◇11/23（木祝）白糸地区収穫祭 
 
◇12～1 月 検討会議 
 
◇3/10（土）～11（日）棚田再生ボラ
ンティアと井手さらい 
土曜日にボランティアグループで棚田再生を

実施し、日曜日は地元水利組合と井出浚いを共同

で行います。宿泊可能な方は公民館の使用も調整

します。 
 
● 関連イベントの告知 
「サイクリスト・クリーンデイ４」 
博多湾と玄界灘の絶景が楽しめる志賀島。潮見

公園展望台までのサイクリングルートを安全に

気持ちよく走ることができるよう、沿線の樹木の

間伐や枝払いを行います。 自転車好き＆志賀島

好きのみなさん、ぜひどうぞ！ 
 
日 時：平成29年9月2日（土）9:30〜12:00 
集 合：志賀海神社駐車場（9:30） 
参加費：無料（地元食堂のお弁当付き） 
準 備：長袖長ズボンの汚れてもよい服装、タオ

ル、飲み物 

保 険：グリーンボランティア保険に加入します。 
主 催：志賀島-海の中道サイクルツーリズム協

議会 
共 催：NPO法人グリーンシティ福岡 
申込み：電話・ファクス 092-215-3913 
    メール：info@greencity-f.org 
 
●JCVNの仲間を広く募集しています！ 
あなたの支援が、「いつでも」「どこでも」「だ

れでも」できる環境保全活動をめざした団体のネ

ットワークづくりの力になります。入会申込書を

ご送付いたしますので、事務局までお問い合わせ

ください。 

JCVN理事をはじめ、環境保全活動の専門家

のノウハウが詰まった会報が、年に3回お手元に

届きます！また、メーリングリストでもJCVN
が開催・協力するイベント情報等を随時ご案内

いたします。 

活動への寄付も受け付けています。環境保全団

体のネットワークづくり、リーダー育成支援のた

め、皆さまのご協力をお待ちしています！ 
 

 ・個人正会員（¥10,000／年） 
・個人賛助会員（¥5,000／一口以上） 
・団体正会員（¥20,000／年） 
・団体賛助会員（¥10,000／一口以上） 

［会費・寄付振込口座］ 

番号：０１７６０－９－１２２４０７ 

名称：日本環境保全ボランティアネットワーク 
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